
エクサスケール・スーパーコンピュータ開発プロジェクト（仮称）について

概要：
国家の基幹技術である世界最高水準のスーパーコンピュータを国として戦略的に開発・整備することで、科学技術の振興、産業

競争力の強化、安全・安心の国づくり等を実現していくため、「①エクサスケールスーパーコンピュータの開発・整備」と「②エクサ
スケールスーパーコンピュータを活用するためのアプリケーションの開発」について、迅速な成果創出を図る観点から両者を協調
的に推進し、我が国の様々な社会的・科学的課題が要求する性能や諸外国の動向を考慮して、平成32年（2020年）頃までにエク
サスケールコンピューティングを実現する。

プロジェクト推進体制：
開発主体（現時点では独立行政法人理化学研究所が開発主体候補）を中心として、大学・研究機関、開発企業、ユーザー団体

等から構成される実施体制とする。その際、｢京｣で蓄積した技術・経験・人材を活用する。また、Co-designの観点から、ハードウェ
アの開発とアプリケーションの開発は密接に連携して進める。

検討するシステムの一例：
・アーキテクチャ：
汎用部＋加速部

・目標演算性能：
１ｴｸｻﾌﾛｯﾌﾟｽ級
（「京」の100倍）

・消費電力：
30～40MW
(「京」は12.7ＭＷ）

【アーキテクチャのイメージ図】

プロジェクト推進方策：
HPCI計画推進委員会等の議論や今年度末に取りまとめる「将来のHPCIシステムのあり方に関する調査研究」の結果等を踏ま

えながら、我が国のフラッグシップシステムとして主要な社会的・科学的課題の要求性能に対応でき、かつ、コスト/パフォーマンス
に優れたエクサスケールスーパーコンピュータについて、加速部（加速機構）を含むアーキテクチャの検討をはじめとする様々な
視点からの検討を行う。その際、基本設計や詳細設計が終了した段階でHPCI計画推進委員会等の評価を受けることにより、技
術的進展の早いスーパーコンピューティングの分野における本プロジェクトの方向性、進捗の妥当性、合理性等を検証する。
また、CPU等のキーとなる技術については、システムソフトウェアやアプリケーションの開発、人材育成等の観点で国内開発の

利点があることから、今後も国内外の技術動向を評価し、柔軟に対応していくことを前提として、現時点では、新たに国内で開発
することを基本方針とする。

スケジュール：

運用基本設計
【システム】
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【将来】 車への影響だけでなく、乗員の体への影響(骨や内
臓等の損傷)も評価し、より安全性の高い車体の開
発に貢献。

※黒い部分が損傷部位

安全性の高い自動車開発

【現状】 様々な衝突条件に対して、車体の
衝突変形の定量的評価を実現。

広域複合災害に対する総合防災・減災対策

【現状】 特定の標的タンパク質(病気の原因物
質)に対するシミュレーションにより、新薬
候補物質の絞り込みを効率化。

【将来】 複数タンパク質(病気の原因物質
と必須機能物質)に対する新薬候
補物質の影響解析を、複雑な細胞
環境下で行い、副作用の少ない画
期的な新薬の早期発見に貢献。

新薬候補物質の標的タ
ンパク質への高精度結
合シミュレーション

必須機能タンパク質への
新薬候補物質の作用も解析

最適な治療を実現する画期的な新薬開発

安全性・耐性に優れた高性能電池の開発

白金電極上の電子
状態シミュレーション

燃料電池等の活性
や安定性を高精度
計算で精緻に予測

【現状】 燃料電池等の電極とその周りの電解
質との反応を、簡略化されたモデルで
計算し、電極材料や電解質の電池性
能への影響を定性的に評価。

【将来】 複雑な電子の挙動を、現実の電極構
造のもとで定量的に評価し、最適な
電極材料や電解質の組合せを実現。
安全性・耐性に優れた高性能電池開
発に貢献。

【現状】 地震・津波の発生や伝播、建物の振
動、津波遡上などの広域かつ高精度
な計算をそれぞれ実施。

【将来】 地震発生から避難予測までを統合した広域複合災
害の被害予測によるきめ細やかな防災・減災対策、さ
らには社会科学との連携により復興対策に貢献。

地震発生

津波発生

都市の震動

津波遡上

人の流れ 復旧・復興地震発生

地震伝播

津波発生

都市の震動

津波遡上

避難

社会科学との連携

全体を一連のものとして
より高精度でシミュレーション

エクサスケールコンピューティング技術で解決すべき主な社会的・科学的課題


